
秋田県

企
画
展

◆

地
域
連
携
展

●「
記
録
資
料
に
み
る
大
地
創
造

ー
大
潟
村
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

大
潟
村
干
拓
博
物
館

・

８
月
１
日
～

月

日

12

26

本
館
２
階

特
別
展
示
室

・

後
期

月
２
日
～

月
３
日

10

11

◆
公
文
書
館
講
座

古
文
書
解
読
講
座

●

。

今
年
度
の
講
座
は
修
了
し
ま
し
た

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

月
９
日

10
月

日

11

13
月

日

12

11

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

◆

平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（
書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時

）

ま
で

17

休
館
日
（
令
和
７
年
度
）

◆

(

祝
日
の
場
合
は
木
曜
日)

毎
週
水
曜
日

年
末
年
始

月

日
～
１
月
３
日

12

28

特
別
整
理
期
間

月
４
日
～
９
日

12
休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 今

後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

利
用
案
内

利
用
案
内
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昨
年
寄
贈
さ
れ
た
、
標
題
に
あ
る
史
料

群
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
史
料
群
は
、

寄
贈
者
の
三
浦
宏
氏
の
祖
父
、
畑
四
郎
氏

が
収
集
さ
れ
た
史
料
を
中
心
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
全
７
７
９
点

。）

大
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
、
第
一
は
、
藩

主
の
書
簡
を
中
心
に
し
た
藩
重
臣
の
史
料

群
、
第
二
は
、
家
臣
の
書
簡
類
、
第
三
は

そ
れ
以
外
の
藩
政
関
係
の
史
料
群
、
第
四

は
、
会
田
素
山
の
書
簡
な
ど
を
中
心
と
す

る
俳
句
関
係
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
一
か
ら
三
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
て
み
ま
す
。

第
一
群
に
は
、
７
代

と

代
義

義
明

よ
し
は
る

よ
し

11

睦
を
除
く
歴
代
藩
主
の
書
簡
、
及
び
梅

ち
か

津
憲
忠
の
書
簡

通
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

11

後
者
に
は
、
昨
年

月

日
付
の
「
秋

12

16

田
魁
新
報
」
で
紹
介
さ
れ
た
３
通
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
大
坂
冬
の
陣
の
戦
場
か
ら

弟
の
梅
津
政
景
に
宛
て
た
も
の
で
今
福
の

戦
い
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

藩
主
の
書
簡
は
ほ
と
ん
ど
は
右
筆
の
手

に
よ
る
も
の
で
、
ま
た
政
治
的
に
重
要
な

内
容
の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
そ
ろ
っ
て
い
る
と
壮
観
で
す
。

写
真
Ａ
は
３
代
義
処
の
も
の
で
す
（
三

よ
し
ず
み

浦
２

２

。
参
勤
を
終
え
て
帰
国

―

―

）

14

の
途
中
、
山
形
か
ら
家
老
に
宛
て
て
出
し

た
も
の
で
す
が
、
追
伸
部
分
に
鷹
の
様
子

を
尋
ね
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
当
時
の

大
名
が
い
か
に
鷹
を
大
切
に
し
て
い
た
か

が
う
か
が
わ
れ
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

「

」

Ａ

佐
竹
義
処
書
状

、

、

な
お

写
し
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が

佐
竹
義
重
の
書
簡
も
一
通
含
ま
れ
て
い

よ
し
し
げ

ま
す
。

第
二
群
は
、
家
老
か
ら
家
臣
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
の
書
簡
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
点
数
で
い
え
ば
、
こ
の
文
書
群
が
最

も
多
い
。
時
代
は
、

世
紀
後
半
か
ら
幕

18

末
に
か
け
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

家
老
で
は
、
疋
田

斎

(

定
綱)

(

い
つ
き

さ
だ
つ
な

22

通)

、
宇
都
宮
帯
刀(

孟
綱)(

通)

、

た
て
わ
き

た
け
つ
な

10

小
野
岡
大
和

義
音

(

５
通)

小
鷹
狩

（

）

、

よ
し
ね

こ

た
が
り

右
近
（
政
尹

）(

通)

、
石
塚
源
一

？

ま
さ
た
だ

11

郎
（
義
貞
）(

通)

な
ど
が
目
を
ひ

よ
し
さ
だ

11

き
ま
す
。
時
候
の
挨
拶
の
よ
う
な
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
藩
政
史
上
、
注
目
す
べ
き

も
の
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
文
化
八
年
前
後
の
も
の
と

思
わ
れ
る
疋
田
斎
の
書
簡
（
三
浦
３

４
―

２
）
は
、
諸
上
納
銀
受
取
役
所
の
設
置

―と
預
札
の
発
行
に
つ
い
て

「
こ
の
政
策

、

は
、
自
分
た
ち
と
勘
定
方
が
極
秘
裏
に
進

め
た
も
の
」
と
あ
り
、
そ
の
背
景
に
つ
い

て
語
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

ま
た
、
文
化
９
年
（
１
８
１
２
）
の
も

の
と
思
わ
れ
る
岡
本
又
太
郎
（
元
長
）
の

書
簡

三
浦
３

３

６

は

鴻
池

山

（

）

、

（

―

―

中
家
）
と
塩
屋
（
梶
川
家
）
が
大
坂
の
蔵

元
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
（
写
真
Ｂ

。）

「

」

Ｂ

岡
本
又
太
郎
書
状

宛
名
は
、
小
野
岡
大
和
（
義
音
）
と
小

野
崎
庄
九
郎
（
通
恒
）
で
、
い
ず
れ
も

み
ち
つ
ね

当
時
の
家
老
で
す
。

、

、

な
お

両
家
の
蔵
元
就
任
に
つ
い
て
は

「
介
川
東
馬
日
記
」
に
詳
し
い
記
事
が
あ

り
ま
す
。

公文書館だより第50号 2
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家
老
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
勘
定
奉

行
で
大
坂
留
守
居
役
を
長
く
務
め
た
介
川

東
馬
（
通
景

、
側
役
か
ら
御
用
人
を

）

み
ち
か
げ

務
め
た
田
代
新
右
衛
門
（
綱
紀

、
箱

）

つ
な
の
り

館
留
守
居
や
京
都
留
主
居
を
務
め
た
長
瀬

隼
之
助
（
直
温

、
角
間
川
の
給
人
で

？

）

な
お
は
る

儒
学
者
と
し
て
も
著
名
な
落
合
文
六
（
直

養
、
号
東
堤
）
な
ど
の
書
簡
類
が
多
数
、

そ
の
ほ
か
、
瀬
谷
小
太
郎
・
関
口
半
八
・

介
川
作
美
な
ど
、
多
く
の
家
臣
の
書
簡
が

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
川
東
馬
の
書
簡
に
は
、
大
坂
の
鴻
池

（
山
中
家
）
か
ら
の
借
銀
返
済
に
か
か
わ

―

―

―

る
内
容
の
も
の
や
（
三
浦
３

５

１

殖
産
政
策
を
牽
引
し
た
金
易
右
衛
門

７
）、

こ
ん
や
す

え

も

ん

に
宛
て
た
書
簡
（
三
浦
３

１

８
）
な

―

―

ど
、
近
世
後
期
の
藩
政
を
考
察
す
る
う
え

で
、
重
要
な
論
点
を
示
し
て
く
れ
そ
う
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。

第
三
群
は
、
仮
目
録
作
成
の
上
で
便
宜

上
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
で
、
一
と
二

に
含
め
ら
れ
な
い
雑
多
な
文
書
や
歴
史
資

料
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
価
値
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば

「
亀
町
新
町
切
支
丹
御
調

、

帳

（
三
浦
７

）
も
貴
重
で
す

」

―

―
15

10

（
写
真
Ｃ
、
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
の

も
の

。
上
に
旦
那
寺
が
記
さ
れ
、
そ
の

）

下
に
当
主
の
名
が
記
さ
れ
、
花
押
が
す
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
藩
で
は
切
支
丹
人

別
帳
自
体
残
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
の

で
す
が
、
こ
れ
は
、
武
家
の
も
の
と
し
て

貴
重
で
す
。

「

」

Ｃ

亀
町
新
町
切
支
丹
御
調
帳

―

「
秋
田
城
之
図

（
写
真
Ｄ
、
三
浦
７

」

）
は
、
明
治
初
期
の
作
品
と
思
わ

―
16

16

れ
ま
す
が
、
中
土
橋
を
の
ぞ
む
側
か
ら
城

Ｄ

「
秋
田
城
之
図
」

（

）。

を
俯
瞰
し
て
描
い
た
も
の
で
す

部
分

全
体
は
、
西
は
穴
門
か
ら
東
は
三
の
丸
あ

た
り
ま
で
描
か
れ
、
遠
く
に
は
太
平
山
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
渋
江
・
梅
津
の
屋
敷

か
ら
、
城
の
全
容
、
各
櫓
や
門
の
位
置
ま

で
が
わ
か
り
ま
す
。

掲
載
し
た
図
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
左

端
に
「
中
村
素
堂
図
」(

落
款
な
し)

と
あ

り
、
裏
面
に
「
此
ノ
図
ハ
真
影
ニ
相
違
セ

リ
ト
評
セ
ル
人
ア
ル
モ
決
シ
テ
間
違
ナ
シ

」

、

ト
小
野
岡
義
礼
ノ
証
明
ス
ル
物
ナ
リ

と

墨
書
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
秋
田
県
立
博
物
館
に
は
、

「
久
保
田
城
図
」
の
資
料
名
で
、
こ
れ
と

全
く
同
じ
絵
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

「
明
一
八
乙
酉
春

「
晶
一
図(

落
款)

」

」

と
あ
り
ま
す
。
画
風
も
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
渡
辺
昌
一
の
作
で
、
絵
画
と
し
て
は

格
段
に
す
ぐ
れ
た
作
品
で
す
。
三
浦
家
資

料
の
も
の
は
、
そ
の
模
写
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
「
三
浦
畑
四
郎
収
集
資

」

。

、

料

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た

た
だ
し

現
在
の
目
録
は
、
寄
贈
し
た
下
さ
っ
た
方

に
お
渡
し
す
る
た
め
に
急
い
で
作
成
し
た

仮
目
録
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
と

は
い
う
も
の
の
、
細
密
な
内
容
分
類
を
行

っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
式
な
目
録
は
、
い
ず
れ
作
成
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
こ

の
仮
目
録
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。
紙
面
の

都
合
で
、
言
葉
足
ら
ず
の
説
明
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
閲
覧
室
で
実
史

料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
金
森
正
也
】
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令
和
六
年
度
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
三

浦
畑
四
郎
氏
収
集
資
料
の
中
に
二
点
の

熨
「

斗
（
現
物

」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
写
真

）

（

）

は
こ
の
う
ち
の
一
点

三
浦
七
―
一
―
二

で
す
が
、
そ
の
包
紙
に
は
以
下
の
よ
う
な

記
載
が
あ
り
ま
す
。

天
保
六
年
未
六
月
廿
二
日
御
学
館
御

講
釈
之
節
、

屋
形
様
義
厚
公
被
為
入
、
御
手
熨
斗

拝
領
仕
候

「
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
六
月
二
十

二
日
、
学
館
で
講
釈
の
と
き
、
十
代
藩
主

佐
竹
義
厚
か
ら
直
接
熨
斗
を
拝
領
し
た
」

と
読
み
取
れ
る
内
容
で
す
が
、
そ
れ
で
は

こ
の
熨
斗
を
拝
領
し
た
の
は
誰
か
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

「

」

「

」

、

御
亀
鑑

や

北
家
日
記

等
に
は

様
々
な
「
儀
式
」
等
で
熨
斗
の
授
受
が
行。

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

学
館
の
建
物
が
で
き
た
の
は
寛
政
二
年

（
一
七
九
○
）
二
月
十
二
日
で
す
が
（

御
「

亀
鑑
」
秋
府
七

、
祭
酒
・
文
学
・
助
教
以

）

下
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
出
勤
す
る
の
は

寛
政
五
年
八
月
朔
日
か
ら
（
秋
府
一
○

、）

八
月
十
九
日
に
は
学
館
に
関
す
る
条
目
・

執
達
が
伝
え
ら
れ
た
あ
と
別
紙
書
付
に
よ

り
「
祭
酒
・
文
学
・
助
教
之
御
講
日
は
追

」

。

而
被
相
定
可
被
仰
渡
候

と
さ
れ
ま
し
た

寛
政
六
年
正
月
十
一
日
「
陰
之
間

御

出
座
（
中
略
）
中
山
文
右
衛
門
罷
出
、
御

講
釈
初
有
之
候
、
御
の
し
御
膳
番
献
之
、

右
御
の
し

御
自
身
文
右
衛
門
江
被
下

、」

同
十
七
日
に
は

御
学
館
江
被
為

入

中

「

（

）

、

略

文
右
衛
門
江

御
手
熨
斗
鮑
被
下
之

同
人
頂
戴
」
と
、
初
代
祭
酒
中
山
文
右
衛

門
盛
履
が
、
本
丸
御
殿
陰
の
間
と
学
館
に

お
け
る
講
釈
の
際
の
「
御
手
熨
斗
」
拝
領

の
記
事
が
見
え
始
め
ま
す
（
秋
府
一
一

。）

寛
政
七
年
十
月
十
二
日
に
は
「
助
教
那

珂
長
左
衛
門
初
而
講
釈
申
上
候
ニ
付
、
御

学
館
江
被
為

出
、
次
第
、
祭
酒
・
文
学

御
講
釈
之
通
」
と
あ
り
（
秋
府
一
二

、
学

）

館
に
お
け
る
祭
酒
・
文
学
・
助
教
の
講
日

に
藩
主
が
出
席
す
る
場
合
の
式
次
第
は
、

ほ
ぼ
同
様
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
御
亀
鑑
」
は
そ
の
性
格
上
、
佐
竹
義

和
が
亡
く
な
っ
た
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
ま
で
で
記
録
は
終
わ
り
ま
す
が
、
以

後
の
事
例
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
一
段
目
で
触
れ
た
熨
斗
の
拝
領

者
で
す
が
、
こ
れ
は
高
橋
小
平
政
民
で
あ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
高
橋
小
平
は
、
本
年

度
も
刊
行
継
続
中
の
『
野
上
陳
令
日
記
』

の
ほ
か

「
御
亀
鑑

・

北
家
日
記

・

義

、

」
「

」
「

厚
公
譜
」
に
も
登
場
し
ま
す
。
現
在
私
が

確
認
で
き
て
い
る
範
囲
で
は
、
寛
政
十
二

年
二
月
五
日
に
学
館
教
授
並
に
任
命
さ
れ

（

、

）、

秋
府
一
七

こ
の
と
き
は
高
橋
三
之
助

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
一
月
二
十
九

日
に
詰
役
支
配
見
習
か
ら
詰
役
支
配
に
昇

格
し
ま
す
（

義
厚
公
譜
」
乙
、
高
橋
三
之

「

助
政
民

「
高
橋
小
平
」
の
名
前
が
登
場

）。

す
る
早
い
例
は
文
政
五
年
二
月
八
日
で
す

が
（

北
家
日
記
」
六
二
九

、
以
後
文
政

「

）

十
一
年
四
月
二
十
二
日
に
詰
役
支
配
か
ら

助
教
に
昇
格
（

義
厚
公
譜
」
戊

、
弘
化

「

）

二
年
（
一
八
四
五
）
二
月
二
十
九
日
病
気

で
辞
任
（

義
厚
公
譜
」
癸
）
す
る
ま
で
、

「

。

十
八
年
間
学
館
助
教
を
務
め
た
人
物
で
す

史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
天
保
六
年
六

月
二
十
二
日

「
義
厚
公
譜
」
辛
の
同
日
条

、

に
は
「
助
教
高
橋
小
平
政
民
講
日
ニ
因
テ

駕
ヲ
学
館
ニ
枉
ゲ
ラ
ル
」
と
あ
り
、
当
日

ま

学
館
に
お
い
て
屋
形
様
か
ら
「
御
手
熨
斗

拝
領

（
直
接
熨
斗
を
い
た
だ
い
た
）
と
い

」

う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
史
料
（
熨
斗
）
の

拝
領
者
は
高
橋
小
平
政
民
と
考
え
て
も
無

理
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「

」

史
料
に
直
接
書
か
れ
て
い
な
い

情
報

を
推
測
す
る
た
め
に
、
他
の
様
々
な
史
料

を
読
み
込
む
と
い
う
作
業
は
、
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
程
度
方
向
が
見
え
て
く
る
と
、
元
気。

が
出
て
く
る
も
の
だ
な
と
考
え
て
い
ま
す

な
お

「
義
厚
公
譜
」
丁
の
文
政
七
年
三

、

月
二
十
日
条
に
は
「
高
橋
小
平
政
民
（
詰

役
支
配

、
先
公
嘗
テ
命
ジ
テ
別
号
録
ヲ
編

）

輯
セ
シ
ム
、
今
完
成
ノ
労
ヲ
賞
シ
テ
扇
紋

ノ
時
服
及
銀
子
ヲ
賜
フ
」
と
い
う
興
味
深

。

【

】

い
記
事
も
あ
り
ま
す

伊
藤
勝
美
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あ

る

熨

斗

包

紙

上

書

き

に

関

し

て

の

し



日
（
金
）
、令
和
７
年

令
和
７
年

月
11

21

度
市
町
村
公
文
書
管
理
・歴
史
資
料
保
存

利
用
推
進
会
議
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。当

該
会
議
は
、
県
内
の
市
町
村
で
公
文

書
や
歴
史
資
料
（
古
文
書
等
）
を
管
理
す

る
職
員
を
対
象
に
、
自
治
体
の
記
録
で
あ

る
公
文
書
や
地
域
の
歴
史
的
記
録
で
あ
る

古
文
書
を
地
域
住
民
共
有
の
知
的
財
産
と

し
て
適
切
に
保
存
し
利
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
原
則
、
毎
年
度
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
学
芸
主

幹
・
新
井
浩
文
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
文

書
館
の
し
ご
と
ー
地
域
お
こ
し
と
記
録
史

料
に
よ
せ
て
ー
（
仮
題

」
や
、
大
潟
村

）

干
拓
博
物
館
主
任
・
髙
橋
真
也
氏
に
よ
る

事
例
報
告
「
世
紀
の
大
事
業
大
潟
村
干
拓

を
未
来
に
伝
え
る
に
は
（
仮
題

」
の
ほ

）

か

「
地
域
お
こ
し
と
記
録
史
料
（
ア
ー

、
カ
イ
ブ
ズ

」
を
テ
ー
マ
に
し
て
パ
ネ
ル

）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で
す
。

記
録
史
料
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
を
利
活

用
し
た
「
地
域
お
こ
し
」
の
可
能
性
に
つ

い
て
幅
広
く
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
す

る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
鈴
木
久
】

公
文
書
館
で
は
、
平
成

年
か
ら
大
型

21

ス
ク
リ
ー
ン
で
視
聴
す
る
上
映
会
を
開
催日

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
８
月
28

（
木
）
、

日
（
金
）
に
県
政
映
画
上
映
会
を

29

実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
秋
田
の
伝
統
文
化
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
昭
和

年
代
か
ら

年
代
の

30

40

祭
や
伝
統
芸
能
を
中
心
に
映
像
を
集
め
ま

し
た
。
秋
田
市
の
「
竿
燈
」
や
横
手
市
の

「
か
ま
く
ら
」
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
も
の
の
他
に
も
、
地
元
に
伝
わ
る
芸

能
や
行
事
の
映
像
も
残
っ
て
お
り
、
県
内

の
人
で
も
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
行

事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

上
映
後
に
回
答
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

、

。

は

概
ね
好
評
な
ご
意
見
を
頂
け
ま
し
た

興
味
を
持
た
れ
た
映
像
と
い
う
項
目
で

は
、
明
治
に
一
度
途
絶
え
た
陶
器
の
再
興

に
取
り
組
む
様
子
を
映
し
た
「
白
岩
焼
き

に
い
ど
む
」
や
藤
里
町
で
行
わ
れ
て
い
る

「
駒
踊
り
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
来

年
度
以
降
の
上
映
会
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
政
映
画
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
が
可
能

で
す
。
閲
覧
室
内
に
あ
る
目
録
の
中
か
ら

選
び
、
申
請
書
を
作
成
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
興
味
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
中
田
暁
】
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令
和
７
年
度
市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

昨年度の会議風景

昨年度の会議風景

令
和
７
年
度

県
政
映
画
上
映
会
実
施
報
告

白岩焼きにいどむ(角館町)

駒踊り(藤里町)



令
和
７
年
５
月

日
（
木
）
か
ら
７
月

29

１
日
（
火
）
ま
で
「
平
沢
常
富
と
そ
の
時

代
」
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
沢
常
富
は
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
」

に
戯
作
本
の
作
者
で
あ
る
朋
誠
堂
喜
三
二

げ

さ
く
ぼ
ん

ほ
う
せ
い
ど
う

き

さ
ん

じ

（
狂
歌
師
と
し
て
の
号
は
手
柄
岡
持
）

て

が
ら
の
お
か
も
ち

と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
秋
田

藩
江
戸
留
守
居
役
を
務
め
る
秋
田
藩
士
で

る

す

い

や
く

す
。
ド
ラ
マ
の
中
で
は
い
つ
も
吉
原
で
遊

ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
展
示
で
は
、
図
書
館
・
公
文
書
館
・

博
物
館
所
蔵
の
県
指
定
文
化
財
の
資
料
は

も
ち
ろ
ん
、
公
文
書
館
所
蔵
資
料
を
元
に

平
沢
常
富
の
秋
田
藩
士
と
し
て
の
活
躍
を

明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
人
物
に
視
点
を
当

て
た
構
成
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
沢
常
富
に
つ
い
て
は
、
平
沢

の
生
涯
と
秋
田
藩
江
戸
留
守
居
役
と
し
て

の
働
き
に
焦
点
を
あ
て

『
御
亀
鑑

『
義

、

』

和
公
譜
（
家
譜

』
を
も
と
に
紹
介
し
ま

）

し
た
。

次
に
、
秋
田
藩
・
旗
本
生
駒
氏
・
亀
田

い

こ
ま

藩
の
境
目
争
論
に
つ
い
て
は

「
八
卦
通

、

さ
か
い

め

そ
う
ろ
ん

は
つ

け

（
現
大
仙
市
西
仙
北

」
の
入
会
地
を
巡

）

い
り
あ
い

ち

る
国
境
争
論
が
幕
府
提
訴
と
な
っ
た
こ
と

で
、
平
沢
が
そ
の
折
衝
に
あ
た
っ
た
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て

「
手
柄
岡
持
自
筆
作
品
並
び

、

に
関
係
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
指

定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
手

柄
岡
持
自
筆
作
品
並
び
に
関
係
資
料
」
22

点
の
内
、

点
を
一
同
に
列
品
し
紹
介
し

19

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
沢
常
富
や
蔦
屋
重
三
郎

つ
た

や

じ
ゆ
う
さ
ぶ
ろ
う

が
生
き
た
時
代
の
江
戸
の
街
の
様
子
に
つ

い
て
『
分
間
江
戸
大
絵
図
』
を
も
と
に
紹

ぶ
ん
け
ん

え

ど

お
お

え

ず

介
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら

ぼ
う
」
に
登
場
し
た
、
黄
表
紙
の
作
品
や

吉
原
細
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
途
中
一
週
間
ほ
ど
の

特
別
整
理
期
間
を
は
さ
み
ま
し
た
が
、
24

日
間
で
九
、
一
一
五
人
も
の
多
く
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。【

伊
藤
成
孝
】

大
潟
村
教
育
委
員
会
と
の
連
携
展
「
記

録
資
料
に
み
る
大
地
創
造
」
は
、

月
２

10

日
（
木
）
か
ら
、
村
政
開
始
と
防
潮
水
門

を
扱
う
後
期
展
に
入
り
ま
し
た
。
展
示
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
前
期
展
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
干
拓
計
画

・
干
拓
工
事

・
村
を
つ
く
る

・
現
在
の
大
潟
村

月
３
日
（
月
）
ま
で
の
会
期
で
、
公

11
文
書
、
図
面
、
航
空
写
真
か
ら
、
大
潟
村

が
自
治
体
と
し
て
誕
生
し
た
経
緯
、
防
潮

水
門
の
構
造
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
８
月

日
（
月
）

18

か
ら

日
（
金
）
ま
で
国
立
公

22

文
書
館
主
催
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
研
修
Ⅰ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
講
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は

「
公
文
書
の
評
価
選
別
」
を
テ

、

ー
マ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
し
て
い
る

機
関
の
状
況
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
、
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
都
道
府
県
・
市
町
村
の
方
々
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
自
己
の
ス
キ
ル
等
を
高

め
、
皆
様
の
役
に
立
つ
よ
う
一
層
努
力
し

。

【

】

た
い
と
思
い
ま
す

鈴
木
久
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公
文
書
館
・
図
書
館
連
携
展
示

「
平
沢
常
富
と
そ
の
時
代
」
報
告

ひ
ら
さ
わ
つ
ね
ま
さ

連
携
展
（
後
期
展
）

連
携
展
（
後
期
展
）

」」

「「
記
録
記
録

資
料
に
み
る
大
地
創
造

資
料
に
み
る
大
地
創
造展示付帯事業「秋田県公文書館アーカイブズ・デイズ」

大潟村南部排水機場の排水ポンプを見学
令和７年９月16日(火）


